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4 気候風土適応住宅の事例紹介と今後の展開

(1) 主に省エネ・環境の観点から
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のための委員会

鈴木 大隆
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 理事



事例集 目次



採択住宅の

エネルギー消費性能

実測値検討
（事例集p１１４）



採択住宅の

エネルギー消費性能

実測値検討方法

実測からのエネルギー消費性能推定・住宅性能同定はかなり困難

理由 ・用途別・エネルギー種別毎の把握が容易ではない

・毎年度の気象現象が必ず異なる（気温、日射量、風向風速など）

・経年で家族構成、暮らし方は必ず変化する

・「新しい住宅の住まい方」が定着・固定するのに２～３年かかる などなど・・

→故に「あくまでも現状（過去）を捉える」にとどまり参考値にしかなり得ない

冬 春 夏 秋 冬

暖房E

冷房E

給湯E

照明E・家電E・その他

【推定方法概要】

・エネルギー種別毎の消費量把握 電気・ガス・石油などの支払伝票ての提出

・暖房、冷房、給湯、照明などの設備仕様書（エネルギー種別）の提出

・以下の切り分け法に基づき用途・エネルギー種別の消費量を推定



サステナブル建築物等先導事業（気候風土適応型）・採択証住宅20事例

実測値から推定する一次エネルギー消費量 （事例集ｐ１１６～１１７）

－国交省グリーン化事業採択住宅２４６戸との比較から－

●薪・ペレットストーブ（１１件）分の一次エネルギーを除くと

住宅全体の一次エネルギー消費量は０．１～２３．５％減少

●住宅による大きなばらつきがあるが、

グリーン化事業住宅と大きな差異はない



サステナブル建築物等先導事業（気候風土適応型）・採択証住宅１事例

実測値から推定する一次エネルギー消費量 （事例集ｐ１１9～１２２）

さまざまデータがある6地域の気候風土適応住宅を基に

住宅全体の運用一次エネルギーは断熱等性能等級４～6の住宅と同レベル

WEBプロは6地域代表都市で
建設した想定だが、

右記データは暖房・冷房期間
のDegree-Dayを地域補正
し、同じ建設地で比較した

→外皮性能は大きく異なるが、住まい手の環境意識に基づく住まい方の違いや温熱環境に関する
考え方の違いが、強く関係していると思われる



事例集作成で注力した部分-室内環境・暮らし方



気候風土適応住宅19事例

（調査データ欠測住宅を除く）の冬期温熱環境

室温・空調稼働率・着衣量に有意な傾向がみられる

全体的にかなり厚着の傾向

着衣量 clo値
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空調稼働率が高いほど室温が高い 空調稼働率が高いほど着衣量

が減る傾向

8地域住宅



気候風土適応住宅19事例

（調査データ欠測住宅を除く）の冬期温熱環境

空調居室の室温とその他居室、非居室との温度むらは５～１０℃

その他居室室温（℃）

居間室温℃

非居室室温℃

居間とその他居室の差は概ね５～10℃
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気候風土適応住宅19事例

（調査データ欠測住宅を除く）の夏期温熱環境

冬ほどこれらに顕著な傾向はみられない

薄着傾向だが、着衣量に大きな相違

はない

着衣量 clo値

居間室温（℃）

10

15

20

25

30

35

0 0.2 0.4 0.6 0.8

10

15

20

25

30

35

0 25 50 75 100

冷房期間空調稼働率％

居間室温（℃）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0 25 50 75 100

冷房期間空調稼働率％

着衣量 clo値

空調稼働率が高いほど室温が低い 空調稼働率と着衣量には

強い相関がない

8地域住宅



気候風土適応住宅の解説
https://www.mlit.go.jp/common/001753442.pdf

発行：JSBC



気候風土適応住宅

告示第786号

第２項への取組み



気候風土適応住宅の

設計上の注意事項
（解説書ｐ23～24）

●住まいと住まい手の健やかさの観点から
つくり手のためではなく、住まい手のために

●誰のための住まいか－長期的ストックの観点から
一世代だけではなく、次の世代のために
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4 気候風土適応住宅の事例紹介と今後の展開

（1) 主に省エネ・環境の観点から

 室内温熱環境の質（NEB)は、高断熱住宅より劣るが、
住まい手の暮らし方、生活価値観などにより概して満足度は高い

 運用エネルギー（EB)は、住宅特性、暮らし方の工夫などにより
最近の高性能住宅と同等程度

 本事業実施年間で明らかな断熱化傾向が認められ、住まい手と住まいの健やかさ
のため設計施工上の注意を要する

全ての採択住宅の
外皮平均熱貫流率とBEIの推移
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多様な気候風土⇒多様なつくり手のこだわり

しかしひとの暮らし・ライフスタイルは一様化の傾向

それらとエコロジー＆エコノミーをどうバランスを取り

未来になにを継承するか・・・これからもますます重要かつ魅力的な命題


